
２０１９（令和元）年度　　鳥取県理容美容専門学校自己評価表

学校目標

生徒目標 　・プロを目指し、プロとして振る舞い、プロになる
　・お客様に喜ばれ、満足され、信頼されるステキな理容師・美容師となる

学校テーマ 　キレイのプロはＴＯＲＩＢＩで生まれる

評価項目 現状と課題 目標達成のための方策と成果 評価

・教育課程編成に関
する評価

○「理容師・美容師養成施設における養成課程の標準的なカリキュラ
ム」（厚生労働省）に則った教育課程を編成
○選択必修科目にはビジネススキルの基礎となる「ビジネスマナー」、
理美容技術の幅広い基礎につながる「ネイル」「メイク」「エステ」「着付
け」等の課目を設置し、社会人としての教養や将来の専門分野に対す
る選択の幅を拡げている

○国家試験受験に必要な教科課目の履修と修得を達成し、全員が国
家試験を受験している
○国家試験合格率は全国平均が下がり、本校も前年を上回ることが
できなかった。１００％合格達成のため、より綿密な指導を行っていく
○生徒全員が理美容技術の幅広い基礎を学ぶことを意味する本校の
「トータルビューティー」への理解が浸透しつつある

Ｂ

・授業内容と研修に
関する評価

○各専門分野における実務経験豊富な講師による授業を多く開設
し、安心して国家試験受験に対応することができている
○国家試験の受験と合格を目標とするオーソドックスな授業内容のみ
に留まり、教員の授業力向上を図る研修の場が不足している
○生徒が授業で学んだ技術を校外で実践できるような経験の場が、
県外の学校に比して少ない現状は否めない

○国家試験に対応する授業内容は、今後も丁寧な指導と新しい内容
に対する対応を進めていく
○教員の授業力並びに職員全体の教育力を高める研修の場をより
一層重ねる
○コンテスト、ボランティア活動など、生徒の経験の場を積極的に生
かしていく

Ｃ

・生徒募集と生徒指
導に関する評価

○理美容系の専門学校へ進学する県内高校生の７割が県外へ進学
している
○地域からの本校に対する認知、評価はまだまだ低い
○学習に対する意欲、習熟度に生徒個々の差が大きく、欠席時間数
が増える生徒への対応に苦慮することがある

○少人数での学び、落ち着いた学習環境、資格取得と就職率の高さ
など、本校の特色や学習成果をさらに積極的に広報していく
オープンキャンパス参加者、入学者の数が増加した
○教科指導力だけでなく、教員の生徒理解や生徒指導に関する研修
を行い、スキルを高める

Ｂ

・学校の施設・設備、
その他教育環境に
関する評価

○建物、授業用施設・設備は老朽化が進み、機器類の故障や旧式化
が目立つようになっている
○校舎内の環境は日々の清掃が比較的丁寧に行われており、目立っ
た汚れもなく、清潔感は保たれている
○用具の整理整頓、効率的な活用等にはまだまだ工夫の余地がある
○特に目立った被害は発生していないが、学校安全のために防犯カ
メラ設置の必要性を感じる

○学校営繕費の効果的な運用を工夫し、生徒の授業環境に直接か
かわる設備から優先的・計画的に更新を図っていく
○建物を含めた学校全体の環境に関しては、サロンワークにつなが
る整理整頓や丁寧な清掃を心掛け、建物は古くても清潔感のある環
境を作り上げていく　　（生徒用机・椅子、エアコンの更新を実施した）
○学校安全を含めた学校の環境整備には学校後援会からの協力も
得て充実化を進めていく

Ｂ

・その他学校運営全
般に関する評価

○学校創立以来６０年を超える歴史がありながら、地域からの本校に
対する認知や評価が低く、昔ながらの学校運営、イメージに甘んじて
いる
○中高生の進学先として、中学・高校あるいは生徒保護者からの評
価が低いままとなっている
○理事会、学校教職員、生徒ともに教育目標に対する共通理解がな
されておらず、学校全体の活性化が遅れている

○専門的な職業人を育成する教育機関として、時代の要請に適応す
る教育目標、教育環境の整備を進める
○地元の若者を有為な人材に育てる地元の教育機関としての役割と
責任を明確にし、将来地元で活躍する人材だけでなく、県外で活躍す
る人材も含め、地域社会に密着しながら信頼を得て活躍する人材とし
て育成する
○理事会、教職員、生徒が本校で学ぶ目的、専門的職業人として活
躍する将来ビジョンを共通に理解し、学校の活性化を進める

Ｃ

Ａ：概ね目標を達成　　Ｂ：目標を達成している部分、不十分な部分ともにある　　Ｃ：目標達成が概ね不十分

　高いプロ意識を持ち、お客様とのコミュケーションを第一に、専門的な知識と技量の向上に努め、社会で自立し活躍する理容師・美容師を
育成する。
　（現場で評価され信頼される理容師・美容師を育成する）


